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ゴー ヒーの生産か ら消費 までをたどる.

箕 輪 京四郎

   An Introduction to "The Economics of Coffee": 

tracing coffee f rom the plantations to the consumers 

                Kyoshiro Minowa 

 While drinking coffee, we enjoy the exotic aroma. But what does "exotic" imply? 
Although coffee culture came to Japan from the Western countries, coffee beans come 
from the developing countries. 

 I wished to travel accompanying some coffee beans from the plantations to the 
consumers in order to describe and analyze the situation of the coffee and the people 
around it. 

 In practice, I walked about in a local market on a muddy site and tasted native 
coffee in Indonesia. I interviewed a Thai farmer with a sore skin who showed us how 
to spread chemical fertilizer. I visited the square in front of a city hall in Southern 
Thailand which farmers poured into in 1993 when the coffee price went down very 
much. Farmers of a Guatemalan cooperative urged our guide to tell the Japanese 
company which sent him as its envoy to pay in advance for their organic coffee. 

 I saw many things in Japan as well, which I hadn't known, such as the piles of 
gunny bags containing coffee beans in a warehouse, a quarantine officer inspecting 
coffee beans, a roaster absorbedly looking into the rotating kiln. 

 Coffee plantations earn as little as 5-10 percent of t he amount consumers pay. 
Many employees in the plantations are paid less than the minimum wage. On the 
other hand the price of roasted coffee in Japan is 3 times higher than in Europe and 
the United States. 

 I tried to find what has led to these situations and what will be the way to 
improve the situations both in the coffee producing countries and in Japan. But what 
I could do was just to find some facts, most of which were shocking enough to me
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and which I hope will be of some help to build up "The economics of coffee" . Coffee 

tells much of the history and economy of the world.
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1は じめに

コー ヒーを淹れたときの香 りには、異国情緒がある。西欧文明への憧れにもとつ くロマソチ ッ

クな夢 なのであろうか。 しかしその 「異国情緒」とはどういう性質の ものか。それに浸 り切 って

いてよいものか。

コー ヒー文化は西欧から伝わってきたが、コーヒー豆は発展途上国から運ばれて くる。そのコー.
ピー豆は、発展途上国の人たちの、どのような暮 らしの中で、どのように生産 されてきたのか。

日本に来 る船の中、 コソテナの中は、どんな状況なのか。港の倉庫から、われわれの食卓でその

香 りを漂わせるまでの経路 も、意外に知られていないのではないか。 また価格は、どのように決

められているのであろうか。
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]1コ ー ヒー の生 産地 … グアテ マ ラ を中心 に、 タ イ、 イ ン ドネシ アな ど

1.農 園

コー ヒーは熱帯地方のほとんどの国で栽培 されているが、私が グアテマラへ行ったのは、当時

たまたま受講 していたアジア太平洋資料セソター自由学校に、その企画があったからである。講

師のうちの1人 、青西 さんの引率で、8人 の旅であった。

1996年1月 、ロサソゼルスで1泊 、グアテマラ ・シテ～の空港へ着 く。青西さんがグアテマラ

へ来 るたびに頼む現地のMさ んの車で、西へ120キ ロメー トル走 り、グアテマラ第2の 都市ケサ

ルテナンゴに泊った。ホテルのベ ッドは寒かった。マニラとほぼ同じ緯:度であるのに、2,357メ ー

トルの標高だからである。コー ヒーが育つのは熱帯の、標高の高いところである。

さて翌 日、キリス ト教会が運営す る 「農民技術普及 ・調査セソター」のLさ んの車も加わり、

Lさ んのア ドバイスで先ず警察に向かう。入 口には銃 を持った警官が数人いた。検問を受けて中

へ入ると、なんと制服制帽の婦人警官が、靴磨 きの少年 に靴を磨かせなが ら首を巡 らせ、大 きな

瞳で、ごう然かつ艶然 と、こちらを見ている。それは開発途上国の権力構造など、多 くのことを

物語 る一幅の名画になっていた。副署長室へ行 くと、 「農園の近 くで昨 日、盗賊にやられている。

警官をつけないと危険だ」 と言われ、 ピス トルのほかに銃 を持った警官が5人 、Lさ んの車の荷

台に同乗 して ロマ リンダ農'協へ向かった。

舗装 されていない道路に入 ると、両側に高 さ3メ ー トル余 りの コーヒーの木が続 く。 コー ヒー

農園地帯 に入ったのである。 コーヒーの花は葉の付け根に、細長 く白い花弁が5つ から9つ 群れ

て咲 く。 ジャス ミソに似た匂いで、満開のときは素晴 らしいらしい。緑色の実がで き、サクラソ

ボのように紅色に熟すと収穫iされ る。 グアテマラの収穫期は10月 から5月 までだというのに、摘

んでいる人が見えないのは、農園が広い うえに、道ぞいは、 もう摘み終えたからであろう。 とき

どき人が通 る。男は野菜やマキを背負い、山刀を持っている人が多い。女は野菜やマキや衣類を

入れたカゴを頭に載せている。たいてい犬がいっしょだ。石がゴロゴロする道を30分 ほど走 る問

に、白いペソキを塗 った立派な門、鉄パイプと金網だけの門など、いろいろな門を見た。農園主

の豪邸、農民の小 さな家、作業小屋などが、 この中にあるのだろうか。

道に沿って数軒の集落があった。それぞれの家が別の農園で働いているのか、同 じ農園で働い

ているのか。 また、家族全員が農園で働いているのか。 とくに若者は、町に出て働 くことが多い

のではないか○

急坂を下って橋 を渡るとロマ リソダ農園である。!981年 の設立、120人 前後の協同組合である。

グアテマラには協同組合組織の コー ヒー農園が1万 ほどあ り、そのほか400ほ どの大農園を含め

て私有農園が4,000余 り、そ して小生産者、いわゆる農家が4.4万 ほどある。生産量をみると、80

%以 上が私有農園であ り、協同組合が生産 しているのは6%程 度に過 ぎない《輸出商Agromas

社などのパソフレットによる)。

つづ ら折 りの急坂 を、車はあえ ぐ。 しばらく登ると小 さな盆地に出る。舗装されてないが、幅

10メ ー トルほどの道が約200メ ー トル真 っ直 ぐに延び、正面の山ぎわ、小高いところに教会があ

る。道の両側 に7～8軒 ずつ家が並び、それと平行に2～3列 ずつ家が建 っている。大通 りの途

中や教会の横手に、周囲のコーヒー山へ登る小道が数本ついている。

教会のす ぐ下に、事務所、集会所、加工所などがある。加工所では、サクラソボのような実か

ら果皮と果肉を剥いて取 り除 く。 ピーナツの実のように向かい合って入 っている2粒 の種が分か
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れ、これを水洗いする。それを道路わきの30メ ー トル四方 くらいの コソクリー トの乾燥場一面に

広げ、作業員が熊手のようなもので掻 き起 こし、まんべんな く陽に当てる。夜はカバーをかけ、

何 日間か乾かす。さらに機械でも乾かし、悪い粒を手で取 り除いて、袋に詰める。

豆は灰色がかった緑色で、薄いカサブタみたいな皮 が覆っている。 この段階の豆をカフェ ・ペ

ルガ ミーノとい う。ペルガ ミーノは、 「羊皮紙」 とか 「(羊 皮紙に書かれた)古 文書」とい う意

味である。 ロマ リンダ農園からこの状態で出荷された豆は、直線距離では20キ ロメー トルほど西

のコアテペケにある加工所でペルガ ミーノが取 り除かれ、生豆(greenbeans)に なる。スペイソ

語ではカフェ・オロとい う。オロには、金、財産、すば らしい、などの意味がある。 この生豆が

輸出されるのである。

さて、教会わきの集会所は腰回 りにブロックを巡 らせ、あとは壁 も屋根 も トタソ張 り、それを

材木の骨組みで支えている。そこに30人 ほどの男性と、われわれ見学者が入った。子供が何人か

ついて きた。正面の黒板にはチ ョー クで"ReunionGener♂ と書いてある。われわれは総会の
一部に参加 したのである。数人が立ち上が り、次のよ うに訴えた。

「教会がこの土地を買ってくれて18年 、奴隷的でな くなって嬉 しいが、まだ大変だ。火山灰が

降 り、傾斜地であり、風が強い。だけど有機 コー ヒーに取 り組んできた。 ここ2年 、コー ヒー価

格は良かったが、今年は大変だ。子供に教育を与えたいが金がない」

「日本はどの くらい買ってくれる?」

「いま経営を多角化せよと言われても、無理である。今は金が必要。それがなければ農園労働

者に戻って しまう」

「3月 までに金利26%の 融資を返さないと借金が増えて しまう。税金も払わなければならない。

日本か ら来た人が買って くれないと、今まで有機をや ってきた意味がない」

そのうちに、議長の隣 りにいる青西さんのところへ1人 、2人 とやって来て、直談判の形になっ

た。青西さんは 日本の、ある草の根貿易会社に頼 まれて、この農園の コー ヒーを輸入で きるかど

うか、昨年、様子を見に来ている。今まではウシカフェとい う輸出業者を経てオラソダへ売 られ

ていたのだが、農薬使用のものが混 じっていたと して有機の認定を取 り消 されたため、高値では

輸出できず、その うえ94年 の夏は1ポ ソ ドあたり2ド ルを超 していた国際相場が、95年 末には1

ドル程度 と、半値以下になって しまった。 日本が買 うかもしれないとなれば、この人たちが真剣

に訴えるのは当然であろう。長期的にはモノカルチャーから脱 して経営を多角化する必要がある

にしても。

2.農 園労働者

小農園(農 家を含む)で あって も農園主 が得る収入は売上である。それに対 し、農園に雇われ

て働 く労働者が得 る収入は賃金である。その労働者にも、定住労働者(小 作人 ・使用人 ・監督)、

出稼ぎ労働者(長 期 ・短期)が いる。

歴史をさかのぼ ると、イエメソかエチオ ピア(Kaffa地 方。コー ヒーの語源)に 起 こった コー

ヒーが、ヨーロッパを経由 して東はジャワへ、西はカリブ海、中南米へ伝わったが、そのころコー

ヒー農園では、砂糖農園などと同 じように、奴隷なしではや っていけなかった。農園は、その土

地の先住民を 「捕獲」 した り、アフリカから輸入された奴隷を奴隷商人から買った。奴隷 が死ん

だ り、逃げた りすると、 「補充」 した。

1872年 のブラジルの国勢調査によると、 コー ヒー生産地帯4州 の人 口は374万 人、そのうち奴
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隷は22%、84万 人であった。19世 紀になると奴隷解放運動がさかんにな り、英国は1833年(米 国

では1865年)、 奴隷制度を廃止 した。英国はブラジルに圧力をかけ、1850年 、奴隷輸入禁止令を

制定 させる。 ブラジルに、英領植民地 より安 く砂糖やコーヒーを作 らせまいとする、当時の貿易

摩擦であろ う。 ブラジルは、い くつかの州が奴隷を解放 した後、1888年(明 治21年)、 国として

も、奴隷輸 入禁止から進んで奴隷制度その ものの廃止を宣言する。

奴隷解放運動が高まるなか、農園はすでに労働力源を欧州、ーとくにラテソ系諸国か らの移民に

求めていた。ブラジルへの移民は、1870年 代には2.3万 人、80年 代は4.7万 人、90年 代はユ0.5万人

(それぞれ年平均)と 増え、その後は減る(堀 部洋生 『ブラジルコー ヒーの歴史』いなほ書房)。

日本からの第1回 移民船 「笠戸丸」がサソパ ウロに着いたのは、1908年 である。 コー ヒー農園の

労働者の惨状を知 ってイタリア政府は、すでに1902年 、移民の送 り出 しを中止 していた。 日本人

移民たちの苦労の様子は、高橋幸春 『蒼氓の大地』講談社(1990年)に 詳 しく描かれている。

コーヒー農園での働き手が奴隷から移民(農 園主と農園労働者)に 、そして農園労働者に変わっ

ても、労働は厳 しく、その様子は新潮社の 『私の名は リゴベルタ ・メソチュウー一マヤ=キ チェ

族イソディオ女性の記録』 とい う本にも書かれている。1992年 のノーベル平和賞を受けた グアテ

マラの人権運動活動家 メソチュウは、 「第6章8歳 ・賃金労働者として働 き始める」で次のよ

うに回想 している。 メソチューさん8歳 、1972年 の状況である。

…タレア(ノ ルマ)が こなせない日もありました
。…必死になって働 きました。兄たちも7時 、

8時 までかかって 自分のタレアをこなしていました。ときどき、手伝ってやろうか、と言って く

れましたが…。 コーヒーは手で摘んでいきますが、熟 して実が落ちた場合は拾います。落ちた実

を拾 うよりも摘み取 ってい く方が楽で した。木を揺 らして落すこともありました。す ぐ手前にあ

る枝から摘み取 るときは気をつけねばなりません。強 く引っ張 って枝を傷めたりすれば、やはり

給金から差 し引かれますから。…監督たちは、葉っぱ1枚 で も傷めや しないかとばか りに労働者

の手元に目を光らせています。…また親のない娘たちは…中には体を売るものだっているのです。

農場には収穫 した ものを持 ってい く事務所があ ります。その日の働 きを渡す と、目方 を計 り、

帳簿に付けて管理するところです。…兄たちが…イソチキを見破 りました。…実際 よりも目方を

軽 くす るか らくりになっていたのです。…このような搾取は、わた したちが村を出るときから始

ま ります。請負い業者は、まるで動物 を運ぶ ように農場に行 く人々を請負います。 トラックに積

み込んだその ときか ら、労働者の賃金めあてのピソハネが始 まります。…そして、農場 に行けば

行 ったで監督にやられます。…売店にいたるまで、労働者は巻 き上げられるのです。

そ の 後20年 以 上 た っ た今 、 どの 程 度 改 善 さ れ た の か 。 ユ ニ セ フの 『世 界 子 供 白書1997年 児 童

労 働 特 集 』 は 、 「マ レー シ ア の ゴ ム の プ ラ ソテ ー シ ョソで は 、子 供 が 虫 や 蛇 に悩 ま され な が ら毎

日17時 間 も働 いて い る。 タ ンザ ニ ア で は 子 供 が殺 虫剤 を 吸 い 込 み な が ら コー ヒー の 実 を 摘 ん で い

る」 「ジ ンバ ブ エ で は 子 ど もが 毎 週60時 間 も綿 花 や コー ヒー の実 を つ む 仕 事 を して 、報 酬 は 約1

米 ドル で あ る 」 と い う状 況 を紹 介 して い る。 グ アテ マ ラの 最 低 賃 金 に つ い て はTheEconomist

IntelligenceUnit:Limited,EIUCountryProfileI995-96が 次 の よ うに述 べ て い る。 「農 業

で の 最 低 賃 金 は 、1992年 に は 月300ケ ツ ァル で あ っ た。 ア ナ カ フ ェ(全 国 コー ヒー 協 会)は94年

7月 、435ケ ツ ァル へ の引 上 げ を 認 め 、 同 年!0月 、政 府 もこ れ に な ら った 。 しか し地 方 の 多 くの

農 園 主 は 、 これ を守 って い な い」 。 な お435ケ ツ ァル は約76ド ル に相 当 し、30で 割 る と 、1日2.5
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ドル で あ る。

1997年8月 、前記 自由学校の同級4人 でタイ南部を訪れたが冨道路沿いに農園労働者のキャソ

プが、い くつもあった。その うちMさ ん(ス ラタニ県、37歳)が 経営するキャソプに立ち寄った。

イサー ソ(東 北を意味する古代イソ ド語のタイ ・ラオス式発音)と 呼ばれる貧 しい東北地方か ら

出稼 ぎに来る人々に宿泊所を提供 し、周辺の農園(コ ーヒーだけでな く、ゴムや果物の農園もあ

る)か らの依頼に応 じて労働者を車で送 り迎えし、労働者用の売店も経営 している。山ぎわに20

～30軒 つながったコソクリー トの長屋がある。屋根は トタソである。私は遠景以外の写真を撮る

ことを遠慮 した。 しか し子供たちは元気に遊び、明る くあいさつ して くれた。Mさ んは18～40歳

の女性200人 前後を抱え、宿泊費 として1人 から月300バ ーッを受け取る。労働者が農園から受け

取る日当は150バ ーッ(約6ド ル)だ そうである。長い人は4年 住んでいる。 ここへ来 る途中、

鉄道のスラタニ駅の前 に、幌を掛けた中型の トラックが駐車 していたが、 この トラックはイサー

ソから来る人、イサーソへ帰 る人を運んでいる。われわれのガイ ド(タ イ人)は 、ナソバープレー

トを指差 して、イサーソと書いてある、と言った。

タイ南部で会った農民Hさ ん(チ ュソポソ県、56歳)は 、化学肥料のため手の甲と胸元の皮膚

がただれていた。初めてこういうのを見て、ショックであった。物置の中で、篭 を首から掛け、

厚手の布の手袋をはめ、肥料を撒 く格好を して くれたが、プラスチ ックの手袋を しないと、どう

して も肥料が皮膚に付いて しまうそ うだ。殺虫剤 も置いてあった。案内 して くれたネスレ・タイ

ラン ド社の上級アグロノミス ト(近 くの集買所勤務)は 「殺虫剤は使わないように指導 している

のですが…」と言っていた。ネス レは農民や仲買人か らコーヒーを買い集めているのである。

3.輸 出 商

皮 膚 が た だ れ て い たHさ ん は 、1997年 初 の 収 穫89袋(115キ ロ グ ラム 入 り)の うち29袋 は ネ ス

レに運 ん で 買 い 取 って も ら っ た。 あ とは3回 に わ た って 仲 買 人 に 売 った 。 肥 料 な どを 仲 買 人 に 借

りて い る とい うこ とや 近 所 づ き あ い とい う こ と もあ る ら しい。

仲 買 人 の!軒 に立 ち寄 っ た 。H:さ ん の 家 か ら10分 ほ ど走 った と ころ に あ った。 大 き くは ない が 、

建 て た ば か りの家 で 、す く鱗 りが倉 庫 で あ る。 倉 庫 の 入 り口に は机 が 一 つ。 壁 に沿 って 、袋 に 入 っ

た肥 料 が積 ん で あ る。 こ れ を農 家 へ 貸 す の で あ ろ う。奥 に は乗 用 車 が あ る。 ベ ラ ソ ダで 、 も と コニ

ヒー 農 家 のSさ ん(38歳)は 、女 優 の 雰 囲 気 が漂 う奥 さん と相 談 す る よ うな感 じで 話 して くれ た 。

1997年 は500の 農 家 か ら約1万 袋 を 買 っ た 。 近 『くにSさ ん の 倉庫 が あ り、 そ こへ 農 家 が コー ヒー

を 運 んで く る。 そ の うち4割(品 質 の 良 い もの)を ネ ス レに売 っ た。1割 は バ ソ コ クの 輸 出商 に

売 った 。 運 送 人 が 抜 き荷 を す る の で 、 遠 い バ ソ コ クへ は あ ま り送 らな い 。5割 は近 所 の 、 他 の 仲

買 人 に売 っ た。 そ の 仲 買人 た ち は 、結 局 ネ ス レか輸 出 商 に売 る。

タイ 全 体 で は 、 収 穫 の25%が ネ ス レに 、5%が 他 の メ ー カ ー に行 き、70%が 輸 出 され る。

グ ア テマ ラの場 合 、 生 産 され た コー ヒー の7%は 国 内消 費 に ま わ る。 あ と は輸 出 され る が 、 そ

の40%以 上 が米 国 へ 行 く。 ドイ ツ を 中 心 に ヨー ロ ッパ へ40%、 日本 へ 来 るの は10%強 で あ る。

ペ ル ガ ミー ノ は 農 園 か ら、輸 出 商 な どが 所 有 す る加 工 所 に運 ば れ て 、 きれ い な生 豆 に な り、 そ

こで 麻 袋 に入 れ られ 、 コ ソ テ ナ に詰 め られ る。 コンテ ナ は 、扉 を閉 め た あ と、 シー ル され る。 シー

ル と は 、 幅1セ ンチ 余 りの ブ リキ の帯 で あ り、一 方 の 端 に膨 らみ が つ い て い て 、 も う一 方 の 端 を
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コ ソテ ナの 扉 の鍵 穴 に通 し、 そ の膨 らみ に差 し込 む と、 抜 け な くな る。

欧米 に行 くコ ンテ ナ は 大 西 洋 岸 の 港 まで 、 日本 や 韓 国 へ行 く コ ソテ ナ は太 平 洋 岸 の 港 まで 運 ぶ。

悪 い道 も あ り、 前 に も述 べ た が盗 賊 も出 る。 盗 賊 は シー ル な ど切 って しま うの で 、 そ の ほ か に ワ

イ ヤ ー を 通 し、 南 京 錠 をか け 、 さ らに ス テ ッ カー を貼 る こ とが 多 い。

グ ア テ マ ラ の コ ー ヒー 輸 出 商 は 、 ア ナ カ フ ェ発 行 の 業 者 名 簿 に 載 っ て い る 。70社 近 くの

exporterの ほ か に 、 地 方 のproducer-exporterが160社 、5つ のexportingcooperativeが あ る。

日本 の商 社 な ど は 、支 店 活 動 が認 め られ ず 、 また1989年 ま で コー ヒー の 輸 出許 可 が グ ア テ マ ラ輸

出商 に だ け 与 え られ て い た こ と も尾 を 引 いて 、農 園 か ら直 接 買 っ て輸 出 す る こ とは で き な い 。 そ

こ で商 社 は 、 実 質 的 に は と も か く、 グ ァ テマ ラ輸 出 商 と 日本 の 本 社 ・欧 米 支 店 との 間 の 連 絡 所 と

して の役 割 を 果 た す 形 に な って い る。

秘 境 トラ ジ ャ(イ ソ ドネ シア の ス ラ ウ ェ シ島 中部)の 、 麻 袋 に入 っ た コー ヒー が 、 山奥 の 集 買 ・

加 工 所 か ら、 まず2ト ソ積 み トラ ッ クで トラ ジ ャの 町 に あ る倉 庫 に運 ば れ る。 そ こか ら は6ト ソ

積 み トラ ックで 南 へ7～8時 間 、 ウ ジ ュ ソバ ソ ダ ソ(昔 の マ カ ッサル 港)の 町 の倉 庫 に運 ば れ る。

そ の トラ ッ クが トソボ帰 りで3回 運 ぶ と18ト ソに な る。 これ が コ ソテ ナ1個 分 で あ る。 鍵 を 開 け

て も ら っ て 、 この 倉 庫 を 見学 した。 匂 い は 、 コー ヒー よ り も麻 袋 の もの ら しい。

この 倉 庫 か ら週1回 、通 関 業 者 が トラ ック で運 び 出 し、2～3キ ロ離 れ た 埠 頭 で コ ン テ ナ に詰

め る。 拡 張 工 事 中 の 埠 頭 を 、 税 関 の車 で 一 巡 り した。 海 の青 さが 印 象 的 だ っ た。 通 関 業 者 が 、 評

判 の コー ヒー店 まで バ イ クの 後 ろ に乗 せ て くれ 、 ご馳 走 ま で して くれ た。 夜 は海 べ りの 屋 台 で 魚

を食 べ 、 ビー ル を 飲 ん だ。 「コー ヒー が輸 出 され る港 」 と い うイ メー ジが 、 お ぼ ろ げ な が ら私 の

心 の 中 にで きた 。

4.農 園渡 し価格と輸出価格

グアテマラの農園が受け取 る金額は、アナカフェ発行 の統計書 『コーヒー人』によると表1の

とおりである。 もともと後述のとおり輸出価格の変動が激 しく、農園受け取 り分の変動はさらに

激 しいg輸 出価格(輸 出港船積み)が 高い年にはその9割 を超す受け取 り(額 では1ポ ソ ド90セ

表1農 園渡 し価格の推移(単 位 米セ ソト)

農園渡し価格

年

ベ ルガ ミー ノ ・1ポ ソ ド

(a)

同 ・1.25ポ ソ ド

=生 豆1ポ ソ ド

(b=a×1.25)

輸 出価 格

FOB

生 豆1ポ ソ ド

.(c)

農園の受取割合

%

(b/c)

1988

89

90

91

92

93

94

88.10

92.30

48.50

39.30

31.60

40.60

86.90

llO.13

115.38

60.63

49.13

50.75

117.93

123.98

72.03

63.33

66.35

93.4

93.1

84.2

77.6

71.9

76.5

87.O

注:ANACAFE,1%77伽 嬲4θ0碗,octubrede1995か ら 作 成 。
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ソ ト前後)に なるが、輸出価格が低い年には7割 程度(額 では30セ ソ ト余)で ある。

92年 と94年 について農園渡 し価格と輸出価格(表1の アミかけ箇所)の 間の経費を比べてみる

と、表2の とお りである。つまり諸経費は輸出価格の高低に関係な く、ほぼ一定である。アナカ

フェ税(AsociaiohNacionaldelCafe)だ けは価格に比例 して課 されているが。輸出商の利益

が明示 されてないが、加工所経費などに含 まれているのであろうか。とにかく先ず生産原価があ

るのではなく、まず輸出価格が与 えられ、それから経費が差 し引かれた もの として農園渡 し価格

が決まる。 したがって輸出価格が低いとき、諸経費は固定費的な感 じで農園に重 くなるのである。

つまり輸出商は価格変動の リスクを農園ほど負わない。

表2輸 出価格の構成 ポソ ド当たり米セソ ト

1992 1994

輸出価格

運賃(農 園→加工所)

加工所経費

港湾経費 ・運賃 ・保険料 ・包装費

ボゴタ基金

アナカフェ税

農園渡 し価格

54.90

一1
.70

-3
.90

-9
.10

-0 .10

-0 .60

39.50

124.83

-1 .70

-4 .00

-9 .20

-0 .00

-1 ,30

108.63

注:A:NACAFE,1カ 〃z伽s460α 彦,octubrede1995か ら 作 成 。

な お ア ナ カ フ ェ税 と は、 ア ナ カ フ ェ運 営 の 資 金 と な る もの で 、 一 種 の 輸 出 税 で あ ろ う。 ボ ゴ タ

基 金 と は 、 中 南 米 の8か 国 が1978年 に コ ロ ソ ビア の首 都 ボ ゴ タ に集 ま って 結 成 した 「ボ ゴ タ ・グ

ル ー プ」 が 設 立 した コー ヒー価 格 安 定 化 基 金 へ の 拠 出 金 で あ ろ う。

生 産 国 の 輸 出商 と消 費 国 の輸 入 商 の 間 で 契 約 す る価 格 は 、 ニ ュ ー ヨー クの コー ヒー ・砂 糖 ・コ

コア取 引 所 で た つ コー ヒー 相 場 が一 応 の 基 準 に な る。 ニ ュー ヨー クの 相 場 は 図1が 示 す とお り間

欠 的 に暴 騰 す る が 、低 迷 して い る こ と が多 い 。

ニ ュ ー ヨー ク相 場 の暴 騰 は 、 まず 、 ブ ラ ジル で の霜 害 や旱 魃 に よ る生 産 量 の落 ち込 み に よ る。

2.5

図1ニ ュー ヨ ー ク の コ ー ヒー 相 場
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表3世 界のコー ヒー(生 豆)生 産量(万 トソ)

1961-65 1970 1975 1980 1985 1990 1995

ブ ラ ジ ル 188.1 75.5 127.2 106.1 191.1 146.3 93.0

コ ロ ソ ビ ア 46。8 50.7 51.3 72.4 64.3 84.5 8ユ.0

イ ソ ドネ シ ア 12.1 18.5 17.0 29.5 31.1 41.1 34.6

メ キ シ コ 15.3 18.5 22.8 22.0 26.0 44.0 40.8

グ ア テ マ ラ 11.1 13.3 13.9 16.3 18.0 20.2 21.0

エ ノレサル バ ドノレ 11.5 13.0 16.1 18.4 14.9 15.6 15.1

イ ソ ド 5.5 6.4 9.3 15.0 19.5 11.8 17.0

コ ス タ リ カ 6.0 7.5 8.0 10.6 12.4 15.1 15.3

ウ ガ ソ ダ 13.9 22.1 19.9 13.6 15.5 12.9 22.0

コー トジボ アノレ 20.5 24.0 27.0 25.0 27.7 28.4 19.4

その他とも世界計 442.8 386.9 460.6 484.3 586.6 628.2 560.3

出 所:国 連 『世 界 統 計 年 鑑i』 、FAO"ProductionYearbookガ

表4ブ ラ ジ ル の:コー ヒ ー生 産 量(万 トソ)

年 生産量 年 生産量 年 生産量

1981 203.2 1986 104.1 1991 152.0

1982 95.8 1987 220.3 1992 129.4

1983 167.2 1988 136.9 1993 127.9

1984 142.0 1989 153.0 1994 130.6

1985 191.1 1990 146.3 1995 93.0

出所:国 連 『世界統計年鑑i』、FAO"ProductionYearbook"

かつては世界の4割 以上を生産 していたブラジルは、いまでも2割 前後を生産 していて、相場を

左右す る。1954年 、コーヒー相場が暴騰 した とき、ブラジル南部の、霜が多い地帯ヘ コーヒーの

栽培が伸び、それ以来ほぼ10年 おきの霜害(南 部)ま たは旱魃(北 部)が 生 じ、生産量が減ると、

価格が上がるのである。世界 と主な生産国の生産量は表3の とお りであるが、ブラジルの生産量

の変動は表4の とお り、非常に激 しい。少ない年は90万 トソ、多い年は200万 トソを超す。

価格が上が るとコーヒーの木を増やすのは、ブラジルだけではない。そして供給 が増えると、

相場が暴落す る。95年 夏、イソ ドネシアの何軒かの農家が 「昨年、相場が上がったので水田をつ

ぶ して コーヒーを植 えたのに、相場が下がってしまった…」と嘆 くのを聞き、日本の ミカソ農家・

養蚕農家などと同 じだなあと思った。木を植えてから数年 しないと豆がとれないことも価格のプ

レを大 きくしている。

こういう繰 り返 しと、ブラジルの霜害や旱魃 と、投機が複合 して、相場が乱高下するのだろう。

なお投機 とい うと、米国の投資家ジョージ・ソロス氏の資産運用会社などが目立つが、そうい う

ところへ資金を提供する多国籍企業 もあり、また、株でもうか らなければコーヒーや通貨に向か

うなど、コー ヒーの実需とは関係 ない筋の資金も多い。

こうした傾 向を明示 ・暗示する新聞の解説をい くつか紹介 しておこう。 「大きな資金力を持ち、

在庫操作の余地 も大きい世界企業に国際相場が牛耳 られている、という被害者意識は(タ ソザニ

ア ・コー ヒー庁幹部に)強 い」(『 朝 日』79.2.22.)、 「先高を見越 した需要家が買い急いでい
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るうえ、投機資金も流入」 「米系ファソドの資金が株式や原油などから穀物市場に資金をシフ ト」

「焙煎最大手のフォルジャースが…値上げを発表 し」 「在庫が少ない ところへ投機資金が流入、

買いが買いを呼ぶ展開になっている」(『 日経』97.2.28.～5.10.)な どである。 『帝飲食糧:

新聞』(97。3.25.)の 「酔缶点滴」欄は97年 春の高騰について次のように述べている。 「…生

産国の天候異変 と買い支え(79年)に よるものではな く、需給不均衡という初めてのケースで、

その間隙をぬって投機筋は介入 した。…焙煎業界の幹部は 『相場がお もちゃにされている』 と苛

立ちを隠 しきれない。」

なお1989年 以降の暴落は、 「国際コーヒー協会が輸 出国 ごとに輸出 ワクを抑える制度」が廃止

され、自由市場になったことによる。発展途上国の共産化を抑えようとす る米国の音頭取 りで

1962年 に成立 した国際 コーヒー-協定は、世界的な生産過剰のなか、輸出調整 をして きた。常に紛

糾する輸出枠の割 り当てが、1989年 には最後まで合意できなかった。1989年 にベル リソの壁が崩

壊すると、米国は同協会を必要 としなくな り(米 国は財政事情が悪化 したこともあり、93年 には

脱退)、 同年、 この協定が崩壊 し、価格が維持で きな くなったのである。

こうして相場が急落していた1993年 、ブラジルなど28か国が輸出カルテル、ACPC(Association

ofCof£eeProducingCountries)を 結成 して輸出削減を決め、 「高騰 したニューヨーク株式市

場からの リスク分散に動いた投機筋の資金が商品市場 に流入 したことで、 コーヒー相場の上昇に

弾みが」C『 日経』1994.4.7.)つ いた。 そこへ94年6月 と7月 、ブラジルに霜害が発生 し、95

年秋まで相場は高かった。96年 に少 し下げたが、97年 春には急騰 し、年平均でも1.85ド ル、5月

平均では2.61ド ルになった。その背景は上に も述べたが、 『帝飲食糧新聞』(97.4.5.な ど)は

次のように述べている。①ブラジルなどの生産国の消費量 が増えている、②加工量 が増えた米国

をは じめとした消費国の在庫が極端に少な くなった、③消費国の在庫が急減 しているとい うこと

をキャッチしたディーラーが速かに中米在庫 を押 さえにかかったことで、中南米の供給力が極端

に低下 し始めた、④投機が便乗 して積極的にマーケッ トに介入を開始 した。

皿 海上の輸送

輸 出港 か ら積 み 出 され た コー ヒー は 、 ど の よ うに して 日本 へ 来 る か。

た と え ば イ ソ ドネ シ アの スラ ウ ェ シ島 トラ ジ ャ地 方 か らの コー ヒー の1例 は 、前 に述 べ た と お'

り、 ウ ジ ュ ソバ ソダ ソで コ ソテ ナ に詰 め ら れ て 本 船 に載 り、 まず ジ ャ ワ島 の ス ラバ ヤ へ 行 くご こ

こで 降 ろ され 、 コ ソテ ナ ・ヤ ー ドで 何 日か 待 ち 、 大 き な船 に積 み 替 え られ て 横 浜 な ど に着'く。

エ ク ア ドル の コ～ ピー は 、 ふ つ う太 平 洋 経 由 で あ る が 、 キ ュー バ の ハ バ ナ、 オ ラ ソ ダ の ロ ッテ

ル ダ ムで そ れ ぞ れ 積 み 替 え られ 、 シ ソ ガ ポ ー ル 、 高 雄(台 湾)を 経 て 、2か 月 以 上 も か か っ ℃ 横

浜 に来 た例 もあ る。

日本 に 着 くまで の間 に積 み 替 え られ る こ とが 意 外 に 多 く、 コ ソテ ナ に詰 め られ て い る とは い え 、

次 の船 を待 つ 間 、 埠 頭 で 陽 に照 ら され 、風 雨 に さ ら され 、 そ れ だ け コー ヒー の 品 質 が 落 ち る わ け

で あ る。 冬 、赤 道 を 通 っ た後 、結 露 した コ ン テ ナ 内壁 に触 れ て い る麻 袋 は 、 湿 って カ ビ が生 え た

りす る。 虫 の卵 が か え る こ と もあ る。

麻 袋 を 二 重 に した り、 コ ソテ ナ 内 を 段 ボ ー ル で 覆 うな ど、 輸 入 業 者 も工 夫 す る。
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IVコ ー ヒーの 消費 地 … 日本

1.輸 入商

日本におけるコー ヒー生豆輸入量は、表5の とおりに推移 して きた。1960年 か ら90年 までの伸

びが目立ち、バブル崩壊後は停滞ぎみである。 このほかに焙煎 した もの、イソスタソトコー ヒー、

コーヒーエキスなども輸入 しているが、これ らを合計す ると生豆の1割 程度である。

日本は、どこの国か ら輸入 しているか。1997年 における10位 までの輸入国を選ぶと表6の とお

りである。上位3か 国(ブ ラジル、コロソビア、イン ドネシア)か らの輸入を合計すると、 日本

の総輸入量の6割 を超す。4位 以下は、上位3か 国をはるかに下回っている。

誰が輸入 しているか。少 し古いが1987年 について、次の推計(総 合研究開発機構 ・NIRA

研究叢書 『農畜産物の先物取引に関する内外事例の比較研究』)が ある。

約67%… 三菱商事24%伊 藤;忠18%三 井物産10%:丸 紅8%住 友商事7%

約25%… 日商岩井 東食 卜一メン 兼松 ニチメソ 他

約5%

約3%

草 の根 貿 易 を 目指 す 商 社 ・NGO(プ レスオ ー ル ター ナ テ ィ ブ、 オ ル ター ・ トレー ド ・ジ ャパ ソ 、

第 一 コー ヒー な ど)も 輸 入 して い るが 、 そ の シ ェ ア は1%に も遠 く及 ば な い。

表5コ ーヒー輸入量の推移(生 豆)

年 輸入量 備考

表6コ ー ヒー の 国別 輸 入量(生 豆 、万 トソ)

1937

45前 後

60

70

80

90

91

92

93

94

95

96

97

0.8万 ト ソ

0

1.1

8.0

ユ7.5

29.1

30.1

29.3

31.3

34.5

30.1

32.7

32.5

戦前の最高

66年 か ら関税0%

バブル崩壊

1996年 1997年

ブ ラ ジル 6.70 7.44

イ ソ ドネ シ ァ 6.15 6.76
、

コ ロ ン ビ ア 7.05 6.27

エ チ オ ピア L98 1.77

グ ア テ マ ラ 1.80 1.69

ベ トナ ム 1。31 1.6σ

ホ ソ ジ ュ ラス 1.25 1.31

メキ シ コ 0.83 1.05

タ ソ ザ ニ ア 1.17 0.77

ペ ノレー 0.97 0.77

その他とも計 32.64 32.45

注 表5と 同 じ資料による。

注:全 日本 コー ヒー 協 会 『コー ヒー 関係 統 計

1997年10月 』 な ど に よ る。
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2.輸 入港での検査など

どこの港に入 るかとい うと、1996年 の場合、横浜46%、 神戸29%、 名古屋17%、 この3港 で92

%で ある(大 蔵省の通関統計)。

ある日、横浜港本牧埠頭D突 堤にある船会社の事務所横の屋根付きプラットフォームへ行った。

片側に コソテナが、扉 をこちらに向け、開けられ るのを待 ってズラー ッと並んでいる。農水省の

横浜植物防疫所の防疫官が来 る。 白いヘルメットには 「植物防疫官」と書いてある。10人 以上の

作業員が従っている。防疫官は若 く、作業員は年輩の人が多い。

最後の コソテナがコー ヒーであった。 シール2箇 を作業員が大 きなペソチで切 り、コンテナの

扉を開ける。麻袋2～3袋 を引きず り出 し、袋の縫い目をていねいに解 く。防疫官は中のコーヒー

をヒシャクで何杯か掬い、フルイの上にブチまけては振 るう。ホコリがたつ。マスクをしたまま、

フルイの底をじっと見ている。3～4ミ リの茶色い虫が1匹 、羽を動かしている。チェック対象

の虫かどうか。防疫官はゴミと一緒に虫をコンテナに放 り込み、すたすたと行 って しまった。 ど

ういう試験結果が書かれるのか。害虫が 日本の農作物 に広がらないように農水省が行 う検査であ

る。

このほかに厚生省が行 う検査がある。人間の体 を冒す農薬 が残留 していないかをチェックする

のであるが、予算が少ない こともあって、実際に検査する件数は少ない。

3.倉 庫での保管と出庫

農水省の検査で特定の虫がいた場合、燻蒸 しなければならない。

燻蒸は、倉庫の燻蒸室で、専門の会社 によって行われる。燻蒸室の鉄扉を閉 じ、ビニールテー

プで 目張 りをする。燻蒸会社の人が、室内に通 じるパイプのジョイソ トに臭化 メチルのボソベを

つなぎ、ガスを送 り込む。 ガスは室内の高い天井 に這 うパイプの目から舞い降 りる。送風機で撹

拌もする。24時 間あるいは48時 間後にガスを抜 き、ガスが完全にな くなってから、また防疫官が

来てテス ト用の虫が死んだことを確認する。 これで虫が全部死んだと推定するわけである。

燻蒸が終わったものや、燻蒸 しな くてすんだものは、輸入商が指定する倉庫の所定の場所に運

ばれ、荷主別に積み上げられ、産地名 ・ロット番号などを表示 して保管 される。そ して入庫 した

月日 ・重量 ・袋数(完 全 ・破損 ・カビなどの内訳 も)が 荷主に報告 される。

入庫 したコーヒーが、す ぐ売れてい くわけではない。輸入商は、コーヒーを倉庫に置いたまま、

焙煎業者や生豆問屋と売買の交渉をす る。売買契約が成立 して も、す ぐ品物を動かさないことも

ある。そ ういう場合は倉庫の台帳の荷主名が書 き換えられる。

また、少 しずつ出庫 し、焙煎 して売 る荷主 もいる。

4.生 豆とレギュラーの流通経路

生豆 とレギュラーの流通経路は、おおむね次ページの図2の とおりである。一部には焙煎業者

やインスタン トコーヒー メーカーが直接輸入することもある。また草の根貿易に従事する商社が

生協や小売店 に卸す場合など、焙煎業者に焙煎を委託す ることもある。

5.生 豆問屋

生豆問屋 としては、石光商事、ワタル、住田物産など数社あるが、たとえば石光商事は三井物

産 ・三菱商事などから、ワタルは三菱商事 ・丸紅 ・住友商事などから仕入れるという系列 もある。
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それ らの商社 から資本が入 っていることも多い(日 本経済新聞社 『会社総覧』など)。 「資本 自

由化を控えて…大型加工工場を建設 した り、原料、資金ルー トの確保をめざして大手商社 と結び

ついた」(
,『日経』1970.9.29。)の も一つの背景である。

図2コ ーヒーの流通経路(→ 生豆 一 レギュラー)

OCSと はOfficeCoffeeService。 ユ ニ マ ッ ト、 ダ イ オ ー ズ な ど の 会 社 が あ る 。

6.焙 煎 業 者

焙 煎 業 者 は 、、商 社 あ る い は 生 豆 問 屋 か ら 生 豆(greenbeans)を 仕 入 れ 、 焙 煎 して 、 家 庭 用

(食 品 問 屋 ・小 売 商)、 業 務 用(喫 茶 店 ・レス トラ ソ ・ホ テ ル)、 工 業 用(缶 コー ヒー メ ー カ ー

な ど)な ど に卸 す 。 焙 煎 とは 生 豆 を炒 る こ と(roast)で あ る。 炒 っ た 豆 や 、炒 って か ら挽 い た

もの を、 日本 で は レギ ュ ラ ー コー ヒー と い う。 「イ ソ ス タ ソ トに 対 して 」 とい う こ とな の か も し

れ な い が 、 何 がregularな の で あ ろ うか。

な お ブ レ ソ ド した場 合 、 「○ ○ ブ レソ ド」 と表 示 しな が ら、 そ の 銘 柄 が 申 し訳 程 度 しか 入 っ て

い な い もの も多 か っ た 。 こ うい う こ と に対 して 全 日本 コ ー ヒー公 正 取 引 協 議 会 が設 立 され
、 例 え

ば 上 記 の場 合 、 そ の銘 柄 を30%以 上 含 ま な け れ ば な ら な い 、 と す るな ど の 「公 正 取 引規 約 」 が施

行 され た が 、 そ れ は、 や っ と1991年11月 か らで あ る。 い ま は厳 し く守 られ て い るの で あ ろ うか。

焙 煎 業 者 は500社 以 上 あ る が 、 レギ ュ ラー 生 産 量(1997年 は19.75万 トソ)の うち 、UCC上 島

珈 琲(19.7%)、 キ ー コー ヒ ー(12.4%)、 ア ー トコー ヒー(11.6%)、 ユ ニ カ フ ェ(8 .5%)、 東 京 ア

ライ ドコー ヒー ロー ス ター ズ(7.6%)な ど 上 位11社 が約72%を 占 め て い る(日 刊 経 済 通 信 社 『酒

類 食 品 統 計 月 報 』98年1月 号)。 な お 焙 煎 業 者 に も系 列 が あ り、 た と え ばUCCは 伊 藤 忠 ・三 菱

商 事 ・三 井 物 産 な どか ら、 キ ー コー ヒー は 三 井 物 産 ・東 食 ・住 友 商 事 ・野 村 貿 易 な どか ら、 アー

トコー ヒー は 三 菱 商 事 ・東 食 な ど か ら、 そ れ ぞ れ 仕 入 れ て い る。

物 流 と して は 、前 に も述 べ た が 港 湾 倉 庫 内 で 商 社 か ら直接 、 あ る い は 生 豆 問 屋 経 由で 焙 煎 業者

へ生 豆 の所 有 権 が 移 り、 焙 煎 業 者 は 生 産 計 画 に従 って 生 豆 を工 場 へ送 る。UCCで あ れ ば 福 岡 、
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広島、竜野、神戸、高槻、飛島村(愛 知)、 富士、熊谷、名取、札幌などである。キー コーヒー

であれば鳥栖、神戸、名古屋、船橋、仙台などの工場で加工 され、全国に流通 して行 く。

7.輸 入価格から小売価格まで

コー ヒーは、い くらで輸入 され、上記の流通経路を経て、い くらになってわれわれのところに

届 くのか。その状況と推移を次の図で見てみよう。

図3生 豆輸入からレギュラー小売までの価格とその推移

円/kg4
,000

3,000

2,000

1,000

0
1975767778798081828384 85868788899091929394959697年

注1ニ ュー ヨー ク相 場(¥/kg)は 、 ニ ュー ヨー ク期 近(ド ル/ポ ソ ド)に 、 そ の 年 の 円 ・ ドル 相

場 を乗 じ、1ポ ソ ドニ453グ ラ ムで 換 算 した 。

2生 豆 輸 入 価 格 は 、 ブ ラ ジル か らの 輸 入 に つ い て 日本 関 税 協 会 『日本 貿 易 月表 』 よ り計 算 。

3生 豆 卸 売 価 格(商 社 で は な く、 生豆 問 屋 が卸 す 価 格)は 、 日経 市 況 の サ ソ トスNo.2。

日経 産 業 消 費 研 究 所 『ク オ ー タ リー 日経 商 品 情 報 』 よ り。

4レ ギ ュ ラー 卸 売 価 格 は 、 日刊 経 済 通 信 社 『酒 類 食 品 統 計 年 報 』 よ り。

5レ ギ ュ ラー 小 売 価 格 は 、 総 務 庁 統 計 局 『小 売 物 価 統 計 調 査 年 報 』 に よ る東 京 都 区 部 の も

の。 ス トレー ト(モ カ ま た は キ リマ ソ ジ ャ ロ)炒 り豆 、 袋 入 り(200g入 り)UCCコ ー ヒー

ま た はkeyコ ー ヒー を5倍 してlkgの 価 格 と した 。

図3か ら、 次 の こ と が読 み 取 れ る。

① 前 掲 の 図1は 、 ドル で示 され て い て 、 ニ ュ ー ヨー ク相 場 に鋭 い3つ の トソガ リ(1977,86,

94～97)が あ った。 こ の 図3の ニ ュ,一ヨ ー ク相 場 は 、 円 に換 算 して示 され て い て 、 トソガ リが な

だ らか で あ り、 全体 的 に も低 下 傾 向 に あ る。 全 体 的 に 低 下 傾 向 に あ るの は 、 ニ ュー ヨー ク相 場 が

低 迷 して い る うえ に 、 円高 が 進 ん だ(1985～95年 で 約2.5倍)か らで あ り、 トソ ガ リが な だ らか

な の は 、 そ れ らの 年 に 円高 が と くに進 ん だ か らで あ る。 た だ97年 は 円 安 と ニ ュー ヨー ク相 場 の 高

騰 が重 な っ て 、 ニ ュー ヨー ク相 場 の 円換 算 値 も急 上 昇 した。

② 商 社 が 生 豆 を輸 入 す る生 豆 輸 入 価 格 は 、ユ978年 か らは ニ ュー ヨー ク相 場(の 円換 算 値)と ほ

90



ぼ同じ価格で推移 している。

③生豆問屋が卸す生豆卸売価;格は、76～77年 に輸入価格より急傾斜で上がったが、78年 からは

輸入価格にキ レイに並行 し、両価格の間には常 に1kgあ た り350円前後の開 きがある。 この開 き

は商社 と生豆問屋の利幅(総 利益)で ある(コ ーヒー生豆の関税は1966年 から撤廃 されたが、消

費税 ・輸入諸掛 り ・倉庫料 ・金利 ・燻蒸料 ・検査料などがかかる)。 商社と生豆問屋の分け前は

不明であるが、輸入単価が80年 代前拳に比べて2分 の1と か3分 の1に 下がったのに利幅額 が同

じとい うことは、利幅率が大幅に上がったことになる。

④ グラフで、生豆卸売価格が右下がりになっているのに、 レギュラー卸売価格は、ほぼ横ばい

である。つま り両者の開きが大 きくなってきたのであるが、その開きは1 ,000円 に広が り、1,500

円に近づいた。2,000円 余の レギュラー卸売価格の うち、である。焙煎の費用 もかかるし(小 口

委託焙煎の1例 は1kgあ たり120～130円)、 焙煎すると重量が2割 近 く減 る。 また後で触れる広

告費や流通経路対策費がかかるが、とにか く焙煎業者の利幅も大きい。95年 からの レギュラー卸

売価格は上昇 し、生豆卸売価格 との開き幅を維持 している。

⑤ レギュラー小売価格は、88年 までは概ね卸売価格と並行 しているが、89年(国 際相場は暴落、

しか し円安が始まる)以 降は、小売価格 は上が り、横ばいの卸売価格との開きは大 きくなる。95

年からも卸売価格と並行 して上昇 している。

以上①から⑤ までをまとめると、輸入価格は下がっているのに輸入商社(と 生豆問屋)の 大 き

な利幅額は変わってない。そこへ焙煎業者も流通業者 も、大きな利幅を乗せているため、小売価

格は上が り気味である。94～95年 以降は、図3の すべての価格が上がっている。

日本における小売価格は異常に高い。次の表7で もわかるとおり、諸外国の2～3倍 である。

前 にも述べたが、日本が特に高い価格で輸入 しているわけではなく、ニューヨーク相場 とほとん

ど同 じ価格で輸入 しているのであるから、流通 ・焙煎の過程での利幅が大きいということになる。

表7各 国 の レギ ュラ ー コー ヒ ー 小 売 価 格1ポ ソ ド当 た り1996年 度

～4ド ル … … フ ィ ン ラ ソ ド
、 ス ウ ェ ー デ ソ 、 ノル ウ ェ ー 、 ベ ル ギ ー 、 オ ラ ソ ダ 、

米 国 、 フ ラ ソ ス 、 ス ペ イ ソ

～5… ・デ ソ マ ー ク
、 ドイ ツ 、 キ フ。ロ ス

～6・ ・… ・イ タ リ ア
、 ポ ル トガ ル 、 ス イ ス

14.57

注:全 日本 コー ヒー協 会 『コー ヒー 関 係 統 計1997年10月 』 か ら作 成 。

レギ ュ ラー の 市 場 は 、 前 に述 べ た と お り ビ ッ グ3が4割 以 上 を 占 め て い る し
、 と くにUCC上

島珈 琲 は 、 シ ェ ア が下 が って きた と は い え 、 「豊 富 な資 金 力 で 地 方 の 中 小 コー ヒー焙 煎 業 者 を相

次 ぎ系 列 化 」(『 日経 』1984.6.22.)し た こ と な ど か ら、 プ ラ イ ス リー ダー シ ップ を持 って い る

の で は な い か 。 業 界 の競 争 は 激 しい が 、 足 並 み をそ ろ え る面 も 目立 つ
。

た とえ ば1979年11月7日 の 『日経 』 は 「10月 中 旬 か ら下 旬 にか け て 大 手 焙 煎 業 者(の ほ と ん ど)

は 小 売 店 に … パ ソ フ レ ッ トを 配 っ て 回 っ た。11月1日 出 荷 分 か ら…ユ2～15%… の 値 上 げ を実 施 す

る と い う内容 … 」 と報 じた。

86年 春 に も、 上 島 珈 琲 に続 い て 木 村 コー ヒー店(キ ー コー ヒー)が 、 と もに2月1日 出 荷 分 か

ら値上げをし、 「(両 社が)レ ギュラーコー ヒーの国内市場を事実上、二分する影響力を持つた
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め 、 これ で 国 内 コー ヒー の 値 上 げ が ほ ぼ 決 ま った 」(『 朝 日』1986.1.22.)。 この と き、 上 島珈

琲 の 本 社 が あ る関 西 で は 同 社 が 「中小 ロ ー ス ター を リー ドして 」 値 上 げ が80%浸 透 した が 、 「関

東 地 区 で は 、値 上 げ を しば ら く据 え置 き シ ェ ア拡 大 を ね ら う ロー ス ター もあ り、 必 ず し も歩 調 が

そ ろ」 わ な か った(『 日経 』1986.2.14.)。

値 下 げ の と き も、 か な り歩 調 を そ ろ え て い る。 た と え ば木 村 コー ヒー 店 と上 島珈 琲 が 、 と もに

翌 月1日 に平 均9%引 き下 げ る、 と同 じ 日に発 表 して い る(『 朝 日』1986.8.21.)。 「上 島珈 琲 、

木 村 コー ヒー 店 な ど が 、3月1日 出 荷 分 か ら家 庭 用 レギ ュ ラ ー を 平 均5～10%下 げ る予 定 」

(『 日経 』87.2.2.)と い う報 道 も あ る 。

大 手 ス ー パ ー や コ ソ ビニ な ど流 通 業 者 が 力 を つ け て く る と、 「コー ヒー メー カ ー3社 が … 希 望

小 売 価 格(定 価)を14%程 度 値 上 げ す る と 発 表 し」 て も、 「大 手 ス ー パ ー 各 社 は …店 頭 で の 販 売

価 格 を 当 面 す え 置 い た り、 値 下 げ セ ー ル を」 す る状 況 に は な る。r原 料 費 の 上 昇 分 を だ れ が 負 担

す るの か は 、 今 後 、 メー カ ー 、 問屋 、 ス ー パ ー3者 の 卸値 交 渉 で 決 ま る…」(『 朝 日』94.9.30.)

とい う。 メー カ ー は希 望 小 売 価 格 とか 標 準 小 売価 格 を設 定 す る(味 の 素 ゼ ネ ラル フー ヅ は オ ー プ

ソ価 格 制)が 、 実 際 に は そ の3～5割 引 で 販 売 され て い て 、価 格 の変 更 は 、 希 望 小 売 価 格 の 上 げ

下 げ よ り も、 メー カー が 支 払 う販 売 促 進 リベ ー ト(割 り戻 し金)を 増 減 す る形 を と る こ とが 多 い

(『 日経 』94.10.281お よび97.4。24.)。

こ こで イ ソス タ ソ トに つ い て 少 し触 れ る と、95年 は ネ ス レ日本 が70.0%、 味 の素 ゼ ネ ラル フ ー

ヅ(AGF)が26.2%(矢 野 経 済 研 究 所 『日本 マ ー ケ ッ トシ ェ ア事 典'96』)、 この2社 で96.2%

を 占 めて い る。 そ して例 えば1985年4月1日 か ら、 メー カ ー卸 価 格 を ネ ッスル は5.1%、AGFは6.1

%(そ れ ぞ れ平 均)引 き上 げ た 。 この と き両 社 は 、 高 度 寡 占 業 種 に お け る 同調 的 値 上 げ と して 、

公 正 取 引 委 員 会 か ら理 由報 告 を求 め られ た。 そ の10年 後 の95年 、 両 社 は 次 の と お りに 価 格 を 引 き

上 げ 、 再 び公 取 委 か ら理 由 報 告 を求 め ら れ た(r公 正 取 引委 員 会 年 次 報 告(独 占禁 止 白書)』)。

同 じ 日、 同 じ幅 、 とい う こ と に注 目す べ き で あ る。

メーカー卸価格 希望小売価格 価格引上げ 日

ネスレ日本

AGF

12.89%

12.90%

13.11%

13.12%

1995年1,月1日

1995年1月1日

ほ か に も、 主 に ネ ス レ 日本 が 先 鞭 を と り、AGFが ほ ぼ 同 時 に 同 じ幅 の 改 定 を して い る(上 杉 秋

則 「イ ソ ス タ ソ トコー ヒー 製 造 業 の実 態 に つ い て 」 『公 正 取 引 』1984年12月)。 最 近 の例 で は 、

97年 「6月2日 に は… ネ ス レ 日本 が … 約10%値 上 げ す る と通 知 し、即 日実 施 した 。AGFも5日 、

7月1日 か ら平均 約10%の 値 上 げ を 行 う旨 を発 表 して 追 随 した 」(『 帝 飲 食 糧 新 聞』97.7.20.)。

8.小 売価格の内訳

さて、われわれ消費者が支払 うレギュラー小売価格のうち、生産地 における農園、輸出商、そ

して日本における輸入商(と 生豆問屋)、 焙煎業者、流通業者などが、それぞれどれだけ受け取っ

ているか、構成を表8で 見てみよう。
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表8レ ギ ュラ ー コー ヒー(1kg)原 価 構 成 の 計 算

1993 1994

A

B

C

D

E

parchmentで の 農 園価 格

生 豆 で の農 園価 格(A×1.25)

輸 出価 格(本 船 渡 し)

海 上 運 賃$2,650/18,000kg

輸 入 価 格(C+D)

$0.896

$1.120

$1.465

$0.15

$1.615

$1.918

$2.398

$2.756

$0.15

$2.906

E,

F

G

H

輸入価格(『 日本貿易月表』のBrazil)

生豆元卸価格(日 経市況SantosNo2)

RCメ ーカー出荷価格(喫 茶店用)

R(ン亅・売価格(『 小売物価統計調査年報』)

¥180

¥523

¥2,000

¥3,560

生豆

¥275

¥649

萋1:llに ㎎曲
注1A～Cは グ ア テマ ラ の場 合 。 表1の ポ ソ ド単 位 の価 格 をkg単 位 の価 格 に 換 算 した 。

E'以 後 は 日本 。 な お 、RCは レギ ュ ラー コー ヒー の 意 。

2海 上 運 賃(D)は 、 あ る商 社 の実 例 。97年 現 在 は$2 ,000～2,500で あ る。

3生 産 国 側 の資 料 か ら計 算 したEを 円換 算 す る と、 日本 側 の資 料 か ら計 算 したE'に 理 論

的 に は等 し くな るは ず で あ る。 実 際 に は 、 ユ993年 は ほ ぼ 等 しい が 、94年 は¥22(10%弱)

の 開 き が あ る。

4本 表 の計 算 に は 、年 中 の平 均 為 替 相 場(1993年 は$1=¥111.06、94年 は¥102.18)を

使 った 。

この表 を グ ラ フに す る と、 次 の 図4に な る。

図4レ ギ ュ ラ ー コ ー ヒー 小 売 価 格 の 内 訳(1kg)

注1

2

表8の 生豆(B～F)に ついては各価格 を1.2倍 して レギュラー1キ ログラム相当の価格 と

して本図を作 った。

換算のための為替相場は表8と 同 じ。
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農園の売上も、輸出商 ・輸入商 ・生豆問屋 ・焙煎業者 ・流通業者などの粗利益 も、そ こから賃

金その他の諸経費が支払われるもので、純利益 と違 うのは もちろんであるが、それに して も輸入

されてから後の、 日本における業者たちの粗利益の大きさに驚 く。逆 に言えば、産地の農園の手

取 りが小さいわけである。われわれ消費者が レギュラーコーヒー1キ ログラムに支払 った金額は、

1993年3,560円 、1994年3,310円 、その うち農園に入 ったのは各年149円 、294円 であ り、それぞれ

4%余 、9%弱 で しかない。そ してその農園で働 く農民たちの多 くが最:低賃金 も保証 されていな

いことは、すでに述べた。発展途⊥国で生産されて先進国に輸出される一次産品に共通の構図が、

コー ヒーについても確認できる。

9.消 費量の国際比較

最後 に、 日本のコー ヒー消費量を諸外国と比べてみると、図5の とお りである。 日本の総消費

量は米国、 ドイツに次いで3位 であるが、1人 あたり消費量は北欧諸国が大きく、日本は16位 で

ある。

図5コ ーヒー消費量の国際比較(1996年)

注:『 コー ヒ ー関 係 統 計 』 か ら作 成

ユ袋 は60kg
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Vお わ りに

以上 、コー ヒーの生産地か ら消費地 日本まで流通経路にそって、歴史 と現状、問題点を述べた

が、調査が不十分であった り、統計処理 に粗 さがあるなど、気になるところもある。 ご批判、お

教えをいただければ幸いである(自 宅:〒232-0066横 浜市南区六ツ川1-654

TELO45-711-6023)。

触れなかった問題 も多い。有機栽培、広告宣伝、ブルーマウソテソ信仰、 ドトールなどの安売

り、草の根貿易、多国籍企業、消費動向、 コー ヒー取引所などであるが、これらについては機会

をみて調べてみたい。

雲が棚引 く山地の素晴 らしい景観、けわ しい傾斜地でコー ヒーの実を摘み、悪路を運び、抜 き

取 りもある現地の人たちの暮 らし、海上輸送や港湾での関係者の働 き、焙煎や流通での苦労や工

夫……一杯のコーヒーから漂 う香 りと味を楽 しみなが ら、こういうことに思いを馳せるのも必要

ではないか。

* * *

本稿作成にあたっては、アジア太平洋資料セソターPARC自 由学校、その 「コーヒー調査」グ

ループ、専修大学の狐崎知日助教授はじめ多 くの方のお世話になった。
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